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要 旨
ヨーロッパ評議会 (Council of Europe) により開発された言語教育の評価基準である，外
国語の学習，教授，評価のためのヨーロッパ共通参照枠 (Common European Framework
of Languages，以下 CEF) と言語学習記録のためのツール，言語ポートフォリオ (European
Language Portfolio，以下 ELP) は，ドイツの学校教育において着実に導入が進んでいる．
一例として，2003年，2004年に相次いで策定された，第一外国語の ‘教育スタンダード’ に
は，CEF の能力モデルが全面的に取り入れられている．













* MATSUO Kaoru: デュースブルク–エッセン大学現代日本学科博士課程後期．
** HAMADA Akemi: ボーフム・ルール大学言語学習教育研究科博士課程後期．
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1. は じ め に
ヨーロッパ評議会 (Council of Europe) により開発された言語教育の評価基準である，外国
語の学習，教授，評価のためのヨーロッパ共通参照枠 (Common European Framework of
Languages，以下 CEF とする)1 と言語ポートフォリオ (European Language Portfolio，以下
ELP とする)2 は，ドイツの学校教育において着実に導入が進んでいる．一例として，2003年，
2004年に相次いで全国レベルで策定された，第一外国語の ‘教育スタンダード’ には，CEF の
能力モデルが全面的に取り入れられている (KMK 2003, 2004)．また，教育計画・研究振興の
ための連邦・州委員会 (Bund-Länder-Kommission für Bildungsplanung und Forschungs-
förderung — Geschäftsstelle: 以下 BLK)3 は，2003年より 3年計画で初等教育から中等教育
への外国語教育の移行をスムーズにするためのツールとして，CEF 及び ELP を活用するため
のプロジェクトを行っている (BLK Web ページ参照)．
これらの影響を受け，ベルリン州では 2004/05年度からの中等教育前期用ガイドラインの改訂
に先立ち，2003/04年度に中等教育後期用ガイドライン “Rahmenplan für Unterricht und
Erziehung in der Berliner Schule, Gymnasiale Oberstufe, Fach Japanisch” の改訂が行われ








ロッパ評議会 (Council of Europe) により開発された評価基準枠である．ヨーロッパ日本語教師会・
国際交流基金 (2005) 参照．日本語訳は吉島・大橋他 (2004)．
http://culture2.coe.int/portfolio/inc.asp?L=E&M=$t/208-1-0-1/documents_intro/common_
framework.html よりダウンロード可．(2005年 6月 28日現在)
2 ELP はヨーロッパ評議会 (Council of Europe) により開発された，個人が保持する言語学習記録のた










1996年に発表された ‘第 3回国際数学・理科教育動向調査 (Third International Mathematics
and Science Study: TIMSS)’5 や，2001年発表の ‘国際学習到達度調査 (Programme for
International Student Assessment: PISA)’6 等の国際学力調査でのドイツの成績が芳しくな
かったことから，教育改革への関心が高まり，大きな議論となった．
州文部大臣常設会議 (Sekretariat der Ständigen Konferenz der Kultusminister der Länder
in der Bundesrepublik Deutschland Beschlüsse der Kultusministerkonferenz: 以下 KMK)7
は，これらの議論を受け，学校教育の質改善の一環として教育スタンダードの策定を進めてきた．
2003年 12月には中核教科であるドイツ語，数学，第 1外国語(英語又はフランス語)の 3つの科
目の ‘中級修了資格(10年生)のためのスタンダード (Bildungsstandards für den Mittleren
Schulabschluss (Jahrgangsstufe 10))’ を発表した．その後，2004年 12月までに，同じく中
核三教科の ‘基幹学校修了資格(9 年生)の教育スタンダード (Bildungsstandards für den
Hauptschulabschluss (Jahrgangsstufe 9))’ 及びドイツ語，数学の ‘初等教育(4年生)の教育













5 国際教育到達度評価学会 (The International Association for the Evaluation of Educational Achieve-




6 経済開発協力機構 (OECD) が実施する学力調査．
7 国レベルで統一を図る必要がある事項については，KMK の枠組みで相互の調整を図っている．
158 世界の日本語教育
(2000) の言葉を借りれば，合理主義への ‘パラダイムの変化’ が起きつつあるといえよう．
2–2. 第 1外国語教育スタンダード






表 1 第一外国語の ‘教育スタンダード’ の能力領域とその内容
機能的コミュニケーション能力
コミュニケーション技能 言語体系に関する知識の使用能力
● 聞いて理解する，聞いて見て理解する – 語彙
● 読んで理解する – 文法
● 話す – 発音とイントネーション















(KMK 2003: 9 より筆者訳)
第 1外国語の教育スタンダードは，全体にわたってヨーロッパ評議会 (Council of Europe)
が開発した CEF を基礎としており，上記の 3つの能力領域も CEF の能力モデルに基づいて
——————————————————
8 メディア能力と言語学習方法を合わせた能力．原語は Methodenkompetenz．これに対し CEF の能
力項目では，メディア能力については扱われていない．
159外国語の学習，教授，評価のためのヨーロッパ共通参照枠 (CEF) の日本語教育における活用
いる．さらに，9年生の到達レベルは A2，10年生の到達レベルは B1，と CEF の参照レベル
を用いて規定され，その内容は CEF の ‘Can-Do’ 記述形式を踏襲し ‘～できる’ という文章
で記述されている．CEF の導入は，1) 全ヨーロッパでの比較が可能となる，2) 学校外国語教









れた10．この一連の改訂は，BLK による 8州共同プロジェクト ‘連続性のある言語教育・学習’11
の一環でもある．このプロジェクトは，ドイツ全州において初等教育への外国語教育導入が完了12
したことを受け，CEF 及び ELP を活用した初等教育と中等教育の外国語教育の連携方法を確










10 (原題) „Curriculare Vorgaben für die gymnasiale Oberstufe der Gymnasien, der Gesamtschulen
mit gymnasialer Oberstufe, der Beruﬂichen Gymnasien, der Kollegs und der Abendgymnasien
















これら 2つの点を背景に，あくまでも CEF レベルを指標とし，つまり文字通り参照するこ
とに徹し (Bausch 2003: 31)，内容的に 1) ベルリン州公立学校の日本語授業で使用されている







階(例えば 13年生終了時)に達した時点で何ができるかを記す ‘能力志向’ の記述への変換であ






語能力’ ‘文化能力’ ‘メソッド能力’ の 3つの能力がお互いに関連し合った能力としてそれを支
える．この 3つの能力は，それぞれさらに ‘文法能力’ ‘社会文化的能力’ などの下位能力に支え
られている．
——————————————————
13 批判については，Edmondson (2003) 参照．
14 ベルリン州文部科学省に相当する Senatsverwaltung für Schüle, Berufsbildung und Sport より
1994年に出版された．
15 2004/05年度発効の暫定ガイドラインでは全て ‘～できる’ という能力記述文の表現が用いられていた
が，2005/06年度から有効の “カリキュラム規定” では，全外国語科目で統一してそれが除かれている．





開始時の ‘開始時点スタンダード’16 と 13年生終了時の達成レベルである ‘目標スタンダード’
図 1 日本語科能力モデル(ベルリン州ギムナジウム中等教育後期日本語ガイドライン: Senatsverwaltung für
Bildung, Jugend und Sport (2005: 9)，筆者訳)
——————————————————



































異文化適応能力 メディア能力 学習方法能力 
言語能力 
言語学的能力 
読む 書く 話す 聞く／見る 
語彙 文字 音韻 文法 
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枠の A2 レベルに相当する．中等教育後期(基礎コース)の目標スタンダードは B1 レベルとする．





3–3–1. 文 字 能 力
文字能力の記述は，CEF を非ヨーロッパ言語に応用する際に最も問題となる点である．CEF



















まっていて，‘正書法の能力’ よりも ‘読字能力’ に重点が置かれている点が興味深い．












に使うことができる．’ (吉島茂・大橋理枝 訳・編 2004: 124)という CEF の B1 レベルに対応
する．
3–3–3. 書 く 能 力





















































































目を A2 または B1 レベルに分類，明記するという手法がとられた．また，その他の能力につ
いても，結果的にその教科書を使って 10年生までに学習されるべき内容の語彙・文法項目，異



































同じレベル A2 の記述であっても，ベルリン州のガイドラインの CEF レベル記述内容との間
にずれが生じる可能性は否めない．‘外国語としてのドイツ語’ のための詳細な能力記述，Proﬁle











げようとしている．Schwerdtfeger は社会学者 Ritzer の概念を借用し，この CEF にみられる
学習効率を重んじる合理主義への傾倒を ‘外国語学習のマクドナルド化’ とし，人間不在の言語
教育に警鐘を鳴らしている19 (Schwerdtfeger 2001, 2003)．しかしネウストプニーが指摘する
ように，合理主義と人文主義はポスト近代的パラダイムにおいて並存すると把握される(ネウスト








18 CEF に基づいたドイツ語の具体的能力記述．詳しくはヨーロッパ日本語教師会・国際交流基金 (2005:
241) 参照．
19 Ritzer はマクドナルド成功の原因を調査し，‘効率’ ‘計算の可能性’ ‘予測可能性’ ‘管理対策’ をマク
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